

















A Study on Changes in Work Styles and Job Hunting 











 １．新型コロナ感染症の発生  
2019 年 12 月に中華人民共和国湖北省武漢市で感染が確認されて以降、世界中に広がりを見
せている。世界各国が緊急事態宣言を発出するなか、日本政府も 2000 年４月に緊急事態を宣











移行したのは、2013 年４月のことだった。  








































































































（１）対 象 者 短期大学  現代ビジネス科（社会科学系）1 年生 14 名（男２名、女 12
名） 
  （２）調 査 期 間 2021 年１月 26 日～2021 年１月 27 日 






 （５）調査内容   
設問１ 社会人のイメージ  
設問２ 就職先に期待すること  
設問３ ５年後はどのようになっていたいか  
設問４ 20 年後はどのようになっていたいか  
 
 （６）結果 
設問１ ・何事も自分から学びに行く姿勢を大事にしている。  
・自分の為ではなく人のために何かしたいと思える心がある。  
・収入が安定している、毎日仕事で忙しい。  










































































１）総務省  情報通信国際戦略局  情報通信経済室（委託先：（株）志木サテライトオフィス・ビ
ジネスセンター）「テレワークの動向と生産性に関する調査研究報告書 平成 22 年 3 月」 
[https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/linkdata/h22_06_houkoku.pdf]（最終閲覧日：





  ｢テレワークを巡る現状について｣参考資料  






４）日本経済新聞、｢よくわかる  ウィズコロナ時代  変わる働き方  （2020 年 07 月 13 日 公
開、2021 年 01 月 08 日 更新）｣ 
[https://vdata.nikkei.com/newsgraphics/coronavirus-workstyle/]（最終閲覧日 2021 年１
月 18 日） 
 
５）株式会社ディスコ キャリタスリサーチ キャリタス就活 2022、｢2022 年卒 11 月後半時
点の就職意識調査｣ 
[https://www.disc.co.jp/wp/wp-content/uploads/2020/12/202012_gakuseichosa_k.pdf] 





  [https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000137940.html]（最終閲覧日 2021
年１月 18 日） 
